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自己紹介  

日本ヒューレット・パッカード株式会社に入
社後、 や ソフトウェアの開発
その後、マーケティング、サービス事業戦略
部門
年から ビジネスリーダー

ハイパフォーマンス・コンピューティング
製クラウド管

理ソフトウェアのビジネス開発担当
年より、株式会社サイバーリンクスにて

新規事業開発に従事。



自己紹介  

著作『マックで飛び込むインターネッ
ト』翔泳社 『 クックブック』
『 開発者ノートシリーズ 』オライ
リージャパン など
現在、  の運営する

 にて、コラム「  ビジネス
の作り方」の連載中



このセッションの目的 

年 月に開始されたオープンソースカン
ファレンスは、 年 月 東京開催で、 回
を迎えた。
年間 人、参加団体 団体を超えるまで
に成長した国内最大のオープンソースイベン
トに成長
この間、人気セミナーの内容や支援する団体
は、時代を反映したものとなった。
回を総括することで、オープンソースビジ
ネス市場を動向を把握して、今後の方向性を
分析するもの。 



オープンソースカンファレスの始まり 

初開催 年 月
ボランタリーなオープンソースコミュニ ティお
よび個人、 企業、行政機関、団体による実行委
員会により開催
目的
オープンソースコミュニティの『活動成果』の発表の
場を提供 

開発者とユーザーの『出会いの場』の提供 

ビジネスチャンスの創出 

企業・コミュニティ・その他グループの緩やかな連動 

の今後をよりよくしていくための試みを考える 



第 回  

国内のオープンソース・コミュニティ 

組以上が結集 

検索しましたが、 の公式サイトが見つからない

アップルコンピュータ株式会社
コムウェア株式会社

サン・マイクロシステムズ株式会社

株式会社アルファシステムズ
株式会社ワイズノット 



第 回パネル・ディスカッション 

テーマ：オープンソースとビジネス
テンアートニ 代表取締役 喜多伸夫氏
「テンアートニは 月に東証マザーズに上場するこ
とができた。 は利益の出るビジネスが
できるようになった」「 以外のオープン
ソース・ソフトウエアはまだ難しい面もある。特
にデスクトップは難しい」

注サイオステクノロジー株式会社に社名変更
がビジネスになってきたことポイント
年 月 日 社が  

をリリース
それ以外の のビジネスは難しい段階 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/free/ITPro/NEWS/20040904/149464/ 



年当時のビジネスの動向 

年ころから、急速に、商用  か
ら、  への移行が進み始める。
しかし、サービスレベルが商用 に及
ばないために、各社とも苦戦していた
後援企業は、まだオープンソース色が

強い支援体制になっていない



年当時のエンジニアの状況 

ミラクル・リナックス 取締役技術本部長の吉岡
弘隆氏が，ボランティアだけでは限界があると
指摘した。「開発スピードを上げるには，フル
タイムの開発者を雇用するが必要がある。また
工数の 割はテストであり，品質面からもフ
ルタイムの開発者が力仕事をやることが必
要」
日立製作所の日立製作所 システム開発研究所 研
究員 杉田由美子氏も， に参加
した経験から「カーネル開発者の多くが米
や米 に雇用されてい

る」と，オープンソース開発者の経済基盤の必
要性を指摘した。 http://itpro.nikkeibp.co.jp/free/ITPro/NEWS/20040904/149464/ 



年 年目にして、北海道から沖縄まで
開催
【年間実績】 都市・ 会場・約 名
東京 回、札幌 回、沖縄 回
スポンサーの増加
東京 春   アルファシステム
ズ、 コムウェア、テンアートニ、東京
フォレックス・ファイナンシャル株式会
社、株式会社ワイズノット、

 など



年 大 が話題、 セッションも 

オープンソースカンファレンス
三つ巴、今あえて語るそ

れぞれの不満
「コミュニティ活動がスキルを伸ばす」 オー
プンソースカンファレンス より

 などに加え、当時
から が、参加
系トピックも多い。 や  アーキ

クチャーの本格的セッションも登場



年 パネルディスカッション 

未踏ソフトウェア創造事業に採択され，
平林氏は の「天才プログラマースーパー
クリエータ」に認定された。「勤務先の富士
通から が業務として認められるよ
うになった」
びぎねっとの宮原氏は「コミュニティに参加
すると，会社内だけでは決して得られないス
キルが得られる」と語る。
栗原氏は「日本のオープンソース・コミュニ
ティはマーケティングや営業面が弱い」と指
摘，そういった人材がコミュニティにとって
重要であると指摘した。 

http://itpro.nikkeibp.co.jp/free/ITPro/NEWS/20050327/158035/ 



年 札幌、沖縄 

啓蒙的セッション
 「オープンソース開発の喜び」まつもとゆきひろ株
式会社ネットワーク応用通信研究所 特別研究員、
開発者
「オープンソースソフトウェアがユーザーに届くまで
の仕組み」姉崎章博日本 推進フォーラム、
「 技術者の育成とスキルセット」大谷真北海道大
学 比屋根一雄三菱総合研究所
 「あらためて知っておきたい。オープンソースとは何
なのか」可知 豊
「 ディストリビューションの選び方」平 初
 「トラブル対策と運用の秘訣 ～ある ベンダー担当
者の苦労話～」赤井 誠（日本ヒューレット・パッカー
ド株式会社 推進部）  



年のビジネス状況

（矢野経済研究所推定，「 ディストリビューションの市場動向に関する調査結果 」 

矢野経済研究所
国内のサーバー向け ディストリ
ビューション市場調査
出荷本数は対前年比 増の 万
本，出荷金額は対前年比 増の 億
万円 

 

 市場のビジネス成長続く



年 まとめ 

ビジネス堅調
今も続く課題
オープンソースとは？
コミュニティへの参加と企業の認識
オープンソースのサポート
盛り上がりだけから、問題解決への
フェーズ



年 全国拡大への布石と  

【年間実績】 都市・ 会場・約 名
新潟での開催実施
地方での講師へのもてなしの定番化
データベースに特化したカンファレンス
各レイヤーによって、拡大がみられ、  だけで
はカバーしきれないほどの活発化
スポンサー
日本 、 データ、 、ターボリナックス、
ミラクルリナックス、ノベル、アシアル株式会
社、 、株式会社サードウェア、株式会社
スペースタグ、ユニアデックスなど 



仮想化、  の登場 

 の初心者向けセッション登場
春に初めて登場した仮想化セッションは、
秋には、 を中心にした各種のセッショ
ンへ拡大 



年まとめ 

ビジネスできるか、できないかというよ
りも、何に使うか、どうやって使うかへ
今話題のクラウドへとつながる技術の動
きが見えてくる

 のようなデータセンター、クラ
ウドの運用管理のセッションが秋に登場。
今までつづく、 や  ソフトウェア
のセッションが豊富に 



年 急激な参加者の増加 

【年間実績】 都市・ 会場・約 名
関西京都、福岡の参加
プレゼントに  登場
仮想化の初心者向けからサイジングまで
の幅広いセッションが多数開催
ソーシャルという用語の登場
しかし、まだ  という用語も



年まとめ 

東京から、オープンソースの全国での注目
の増加
仮想化ビジネスが花開くまさに、きっか
けとなる年 



年 さらに拡大しほぼ毎月開催へ  

【年間実績】 都市・ 会場・約 名
大分、名古屋三大都市圏のすべて参加、
島根の参加
スポンサー

 や楽天などのネットサービス企業
地方自治体での取り組み発表
学生参加への取り組み
こういう人なら、ぜひ採用したい
ベンダーの人事採用担当者が語る 企業が求め
る人材とは



年 まとめ 

仮想化ブーム続く
参加者の一巡か？ 「もう一度学ぶ」とい
うのな入門セッションも復活
クラウドの息吹

セッションの登場にクラウドの息吹
ネットサービス企業の事例紹介

勉強会セッション登場 



年 全国定着 

【年間実績】 都市・ 会場・約 名
仙台、高知四国上陸
セッションとしても、仮想化、運
用、 、 、  の定番化

 セッションが減ってきている
自治体の取り組み紹介が、地方開催の定
番化へ



年 まとめ 

日本全国大都市圏のカバーとオープンソー
スへの取り組みが盛んな地方都市
技術トピックだけでなく、人材育成、世
界との関係など、「個人」と「グローバ
ル化」に対する議論が見えてきている
モバイルデバイス  

などが人気となり、まさに 年スマー
トフォン時代の先駆け 



年 回開催へ向けて 

年間テーマ「オープンソースと政府・自治
体」
コス トの削減は特に自治体においても急務
の課題であり、 を活用して コスト 削減
に取り組み始めた事例も出てきております。
しかし、ライセンスや技術サ ポート、技術者
教育、情報やソフトウェアの共有方法、オー
プンな標準への対 応など、課題も多いのが実
状です。 



全体のまとめ 

初期 はビジネスになりかけている
けど、まだ技術者は生活できるのかとい
う不安が垣間見られる
全体   新しい技術動向や社会の動きがト
ピックに入ってくる
参加者の一巡により、昔のトピックでも
今実施すると人気がある   必要 



今後に向けての洞察 

オープンソースクラウド時代は、「個人」の
確立と「グローバル化」への対応がキーとな
る。
例えば、勉強会活動やグローバルコミュニ
ティとの関係セッション増加に見て取れる
今後のオープンソースカンファレンスは、テ
クノジローだけでなく、特にキャリアのよう
な の周辺にまつわるトピックの支援活動
が大切となり、結果として、日本の 産業を
支えていくことになる



最後に 

企業は、規模、創業年数、経営状況、市場状
況、経営モデルによって、必要とされる人材
は、異なる
今までは、企業がそれに合わせた人材育成を
実施してきたが、それができなくなってきて
た時代
学生だけではなく、社会人も、そのような状
況に応じて、成長し、自分が必要とされるよ
うなキャリアデザインをしていく必要がある
だろう
それが、個人の確立となるのでは。 


